
　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚
く御礼申しあげます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の長期化により社会活動が制
限される状況が続きましたが、後半にはワクチン接
種の進展等から経済活動再開の動きとなりました。
　他方、半導体等の部品不足や原油等の原材料価格
高騰に加え、ウクライナ情勢などの地政学的リスク
の高まりもあり、景気の先行き不透明感が高まりま
した。
　当社グループの位置する建設関連業界におきまし
ては、資材価格の高騰など建設コストが上昇する厳
しい経営環境が続く中、公共投資が弱い動きとなり
ましたが、民間投資や新設住宅着工戸数は持ち直し
の動きがみられました。

　このような状況下、当社グループは、営業力強化
と施工体制拡充に加えて、住宅部門への積極的な拡
販を展開しました。
　この結果、当連結会計年度の業績は、収益認識会
計基準等の適用により、売上高629億47百万円（前
期は939億42百万円）、営業利益8億27百万円（前
期比5.3％減）、経常利益9億97百万円（同22.4％減）、
親会社株主に帰属する当期純利益5億59百万円（同
417.7％増）となりました。
　なお、収益認識会計基準等を当連結会計年度の期
首から適用しており、当連結会計年度の売上高は
263億2百万円減少し、営業利益、経常利益及び税
金等調整前当期純利益はそれぞれ76百万円増加し
ております。
　2022年度のわが国経済は、経済活動の制限緩和
に伴い回復基調に向かうことが期待されるものの、
原材料価格高騰、高止まり等の影響が懸念され、景
気は先行き不透明な状況が続くと思われます。
　当社グループを取り巻く事業環境は、資材価格の
高騰など建設コストの上昇が続き、一層厳しくなる
ことが予想されます。
　こうした状況に対し、商品供給の体制強化に努め
て顧客の要望に応えてまいります。併せて、より一
層の合理化・コストの抑制を進め、収益力向上に努
めます。
　また、株主の皆様に対する配当と株主優待とのバ
ランスの観点から、株主優待制度を一部変更すると
ともに、2022年3月期の配当につきまして、1株当
たり前期の6円から10円に増額させていただきます。
　株主の皆様におかれましては、今後一層のご理解
とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

� 2022年6月

配当金支払いに関するお知らせ

　当社の第73期期末剰余金の配当につきましては当
社定款第42条の規定により、2022年5月13日開催の
取締役会で下記のように決定しましたのでご通知申し
あげます。

記

１．期末配当金：1株につき10円
　　　　　　　　（普通配当10円）
２．支払開始日：2022年6月14日
３．配当金のお受け取りについて
　同封の「第73期配当金領収証」により、払渡し
期間中に最寄りの郵便局又はゆうちょ銀行でお受
け取りください。
　銀行振込をご指定の株主様には、「お振込先に
ついて」また、株式数比例配分方式を選択の株主
様には、「配当金のお受け取り方法について」を
同封しておりますので、ご確認くださいますよう
お願い申しあげます。

� 以　上
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普通配当 記念配当
（注）当社は、2018年7月1日付（第70期）で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行って

おります。グラフの配当金につきましては、分割後の株式数を基準とした金額を記載して
おります。



クワザワグループの「SDGs」への取り組み　「より豊かな社会の実現に貢献し 持続的に成長する」

　クワザワグループでは、「私たちは、安全で快適な生活空間を創造し、豊かな社会の実現に貢献します。」という企業理念に基づき、事業を通じてSDGs達成のため、新たな取り組みについても積極的
に貢献していきたいと考えております。取り扱う建設関連資材や建築物は、世代を超えて使い続けられるものであり、「より豊かな社会の実現に貢献し 持続的に成長する」という当グループのサステナ
ビリティ基本方針のもと、企業価値の向上を目指します。

●クリーンエネルギーの創出
　株式会社クワザワでは、北海道長沼町の社有地に太陽光パネル約7,300枚を設置した
大規模太陽光発電所「たんたんエネルギー・ファーム」を運営しております。窒素化合
物などの有害物質や二酸化炭素を排出しない、環境に優しいクリーンエネルギーの創出
を実現しております。

●木質バイオマス燃料の製造
　和光クリーン株式会社では、事業を営む北海道和寒町において、和寒環境整備事業協
同組合の委託を受け、残材などを有効活用した木質バイオマス燃料の製造を行っており
ます。同燃料は、町内公共施設の熱源として、地域内で活用され、クリーンで環境に優
しい街づくりに貢献しております。

環境への取り組み 　     

●健康経営宣言
　当社は、社員の心身の健康が最大の経営基盤という考えのもと、かねてから社員の健
康維持・増進に注力してきました。2022年4月には「健康経営宣言」を発表し、社員の
健康管理やさまざまな健康施策などを行うことで健康経営を推進してまいります。

健康への取り組み 　   

●地域社会とのコミュニケーション　
　クワザワグループでは、毎年札幌で6月に開催される「YOSAKOIソーラン祭り」の
参加チームである「GOGO’S＆クワザワグループ」を、1999年から現在までの24年
にわたり応援しております。数々の受賞歴のあるチームでしたが、ここ数年のコロナ禍
もあり、2022年をもって残念ながらチームとしての活動を終了することになりました。
同チームへの応援は、今年が最後の1年となりますが、今後も地域社会への貢献のため、
さまざまな活動を応援してまいります。

●医療従事者への寄付活動
　クワザワグループでは、北海道が募集した地域医療を守るための寄附金「～エールを
北の医療へ！～ふるさと北海道応援寄附」に関し、その趣旨に賛同して支援を行った功
績により、2021年に紺綬褒章を受章いたしました。 

社会への貢献 　   
●防水性・耐久性の高い住宅の普及推進
　株式会社クワザワでは、近年多発する集中豪雨などの災害対策として、プライベートブランド商
品の外壁防水システム「防水番長™」を開発し展開しております。
　また、多湿な日本の環境において、多発しているシロアリ被害を防除するシステムとして「セン
トリコン™」の販売にも注力しております。同商品はシロアリの習性を利用し、巣ごと根絶する新発
想の防除法で施工後は薬剤を取り換えるだけで永続的なシロアリ防除が可能となります。薬液散布
が不要で、人やペットなど環境にも優しいすぐれた安全性を持つ商品となっております。
　両商品は、その性能が評価され、第8回「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）」で
最優秀賞を受賞しております。同社は、今後も木造住宅の防水性・耐久性を向上させる家づくりに
取り組んでまいります。

※セントリコン™はナガセサンバイオ株式会社の商品です。

耐久性のある家づくり 　     

「たんたんエネルギー・ファーム」 木質バイオマス燃料の製造 「GOGO’S & クワザワグループ」の演舞 地域医療を守るための寄附活動 外壁防水システム「防水番長™」 第8回「ジャパン・レジリエンス・アワード」受賞式

【グループ会社紹介】    
「北海道におけるツーバイフォー住宅のパイオニア！」

株式会社住まいのクワザワ
　株式会社住まいのクワザワでは、本社のある札幌をはじめ、旭川・函館を拠点として、新築戸建住宅の販売・設計・施工を行っております。お客様が長く安心して暮らせるた
めに、「見えないところに、ひと手間」をかけることが同社の目指す家づくりのスタイルです。例えば外壁の下地材ですが、一般的な透湿防水シートではなく、夏は涼しく冬は
暖かく室内を快適に保つ「遮熱」機能を付加したデュポン™タイベック®シルバーを標準採用するなど、見えない細部にこだわりをもち、LVL（単板積層材）やTJI（I型複合梁）
等の構造用集成材の使用やトラス構造の屋根により、強さや耐久性を確保しております。また入居後に維持負担が大きい外壁については、メンテナンスコストを抑えられる乾式
タイルを低価格にてご提案しております。昨今注目されている環境性能については、標準仕様で「認定低炭素住宅」の基準値をクリアする住宅を提供しております。
　今年で創立55周年と半世紀以上の歴史がある同社は、北海道の住宅業界に先駆けてツーバイフォー工法を導入するなど、厳しい品質基準と高い技術力を多くのお客様にご支
持いただいており、おかげさまで2014年には新築戸建住宅の累計販売実績10,000棟を達成しております。
　これからも北海道の厳しい自然環境にも負けない家づくりと温もりのあるコミュニケーションを通じて、お客様の満足を追求してまいります。

モデルハウス
「北海道マイホームセンター 札幌会場」

大きな窓や吹き抜けにより
明るく開放感のあるリビング

家事動線にも配慮した
機能的で使いやすいオープンキッチン

コロナ禍でも安心バーチャル見学会
（上記バーコードから閲覧できます）

※  SDGsとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、2015年 
9月の国連サミットで採択された、17のゴール・169のターゲットから構成された、2030年までに
持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。


